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まちの話題

大
雨
に
備
え
た
訓
練

を
実
施

みんなで防ごう
土砂災害

　

人
命
や
大
切
な
財
産
を
一
瞬
の
う

ち
に
奪
う
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が

け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
は
、
一
年

の
う
ち
で
も
降
雨
量
の
多
い
、
梅
雨

時
か
ら
秋
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
か
け

て
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
近
年

は
異
常
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
も

頻
発
し
て
い
ま
す
。
雨
が
降
っ
た
ら

「
早
め
の
避
難
」
を
こ
こ
ろ
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

危
険
箇
所
図
は
最
寄
り
の
県
土
整

備
局
、
役
場
本
庁
地
域
整
備
課
、
各

支
所
ふ
る
さ
と
振
興
課
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
ど
こ
が

危
険
か
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
整
備
課
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０
３

　

6
月
23
日
（
土
）、
土
砂
災
害
防

災
訓
練
が
高
橋
集
落
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
雨
に
よ
り
が
け
崩
れ

の
前
兆
が
発
見
さ
れ
た
と
の
想
定
で

避
難
勧
告
の
発
令
と
と
も
に
、
高
橋

集
落
の
み
な
さ
ん
が
、
集
会
所
に
避

難
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

訓
練
に
は
、
高
橋
集
落
の
み
な
さ

ん
の
ほ
か
、
消
防
団
員
、
役
場
職
員

な
ど
あ
わ
せ
て
１
３
０
人
が
参
加
。

　

9
時
5
分
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ

れ
る
と
、
消
防
団
員
や
自
主
防
災
会

役
員
の
誘
導
に
よ
り
、
全
住
民
が
無

事
集
会
所
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
後
は
、
砂
防
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
、
土
砂
災
害
に
対
す
る

講
習
会
が
開
か
れ
、
参
加
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
、
大
雨
に
備
え
た
心
が
け

な
ど
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ぞくぞくと公民館に集まる高橋集落のみなさん

県職員と、砂防ボランティアによる講習を真剣に聞きました

大山町の
ブランドを考える

大山恵みの里づくり～私たちにとって
のブランドとは？～研修会～

　

町
の
特
産
品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
を

考
え
る
研
修
会
が
、7
月
6
日
（
金
）

に
役
場
本
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
大
山
恵
み
の
里
づ

く
り
構
想
の
中
で
の
ブ
ラ
ン
ド
育
成

と
、農
林
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
、

特
産
品
・
料
理
・
商
品
の
磨
き
上
げ

と
供
給
力
の
強
化
を
テ
ー
マ
に
、
生

産
加
工
者
、
事
業
販
売
者
や
関
係
機

関
が
一
堂
に
会
し
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
下
岡
地
域
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
が
ブ
ラ
ン
ド
の
定
義
や

販
売
戦
略
、
消
費
者
の
行
動
心
理
そ

し
て
全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
成
功
例
に
つ

い
て
講
演
。
次
に
大
山
振
興
課
担
当

者
が
、
ブ
ラ
ン
ド
保
護
の
た
め
に
昨

年
か
ら
始
ま
っ
た
、
地
域
団
体
商
標

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
「
町
の
特
徴
を
活

か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
開
発
が
必
要
」「
農

産
物
、
水
産
物
、
加
工
品
な
ど
の

分
野
ご
と
に
検
討
し
て
い
く
必
要
あ

り
」「
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
農
林
水

産
業
の
振
興
に
よ
り
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

の
促
進
を
図
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
で
ま
し
た
。
今
後
は
分
野
ご

と
に
検
討
を
重
ね
、
開
発
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

それぞれの立場からブランド開発への思いを語りました


